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　　　　　　　  特２０

評　　価 評　　価

（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

　・
　・
　・
　・
　・

職員間の連携や関係を育み、人権が尊重される指導・支援の充実を図る。

寄宿舎生一人一人の健康管理や食育の充実、基本的な衛生意識を培う。

自立と社会参加を目指した活動の充実
や学舎連携を強化する。

職務に応じた基本的な専門知識・技能の他、様々な課題に対応するため校内研究の充実を図り、実践的指導力の向上に繋げる。

寄宿舎生活を通して社会性の向上を目指し「挨拶力」「掃除力」の取り組みを推進する。

寮務会、学舎連絡会、学舎連携会議等で情報を共有し学校と寄宿舎との協働体制を構築する。

５　寄宿舎充実・
　　学舎連携

障がいの状態や発達の段階等に応じた
生活習慣の確立を図る。

寄宿舎における「個別の支援計画」を基に、実態や発達段階等を把握し、生活習慣の確立に努める。

研修部掲示板、学校ポータル等を活用して、研修会・講習会・講座等の紹介を行う。

授業力向上につながるよう、若年教員研修等の研究授業を活用した学びを推進する。

教育的ニーズに応じた指導・支援を行う
ための教職員の専門性の向上を高め、
関係機関等の連携を図る。

各地域自立支援協議会の担当職員を固定し、円滑な対外的連携を進める。

特別支援コーディネーターが関係機関との連絡調整を行い、保護者と関係機関を繋ぐ。

障がい特性に係る専門性を高め、各学部の特別支援コーディネーターと協働し、教育相談等を行う。

Teamsや学部会、職員研修等を通して職員全体へ最新の情報を提供し、専門性の向上を図る。

各学部における「挨拶トレーニング」の実践及び「掃除力」向上に向けての取組を実施する。

保護者や施設と連携し、PTA事業を円
滑に行う。また、職員の業務に関する環
境整備を図る。

ＰＴＡ事業は、役員・理事会で内容の精選や協議を行い、会員が参加しやすい日程や内容を提案する。

同窓生の活動が円滑にできるよう連絡調整・参加体制を整える。

関係分掌等と連携し、職員の業務に関する整備を行う。

障がいの状態や発達段階に応じた適切
な進路指導の充実を図る。

児童生徒・保護者の願いに即した進路指導・支援を進めるとともに、担任及び学年・学部との共通理解を図る。

安全・安心で効果的な学びのため、学
校・寄宿舎の教育活動全体を通じて保健
安全指導、食育の充実を図る。

緊急時対応シミュレーションを実施し、職員の知識の習得や児童生徒の実態把握を行い、災害時等に備える。

食育推進委員会等を通して、望ましい食習慣の育成、安全な学校給食や食に関する指導を行う。

児童生徒の指導に生かすために研修会を実施し、職員の指導力の向上を目指す。

４　研修・
　　センター的機能

障がい特性に係る専門性と教科等指導
の専門性を高めるため、「Plant」を活用
した主体的な研修を推進する。

「Plant」の受講申込等が滞りなく行われるよう、サポートを行う。

３　卒後支援・
　　関係機関連携

２　生活・安全指導

安全・安心な教育環境づくりと自己肯定
感を育む積極的な生徒指導を行う。

運動会及び九州芸文館作品展の円滑な運営及び実施後の反省を元に、隔年開催に向けた次年度以降の実施計画の改善を行う。

１　教育内容充実

評価の二期制の定着及び教育課程の改
善による個に応じた指導の充実を図る。

「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」の見直しを通じて、評価の二期制の定着を図り、一人一人の実態に応じた指導の充実を促す。

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題

児童生徒数の増加に伴う教室不足等に対応した教育課程の見直しを行う。

「個別の教育支援計画」を寄宿舎や関係機関等と共通理解し、教育活動全体に生かす。

障がいの状態や発達段階等に応じた、
ICTを効果的に活用した指導の推進を
図る。

各教科等の目標達成に向けて「ICTの効果・特性」を生かした授業を推進するため、実践事例を整理し、資料等にまとめて職員へ周知する。

児童生徒のICT活用を指導する能力向上を図るため、実態に応じた研修を実施し、チェックリストの結果を82％から86％へ引き上げる。

議事録作成に生成AIを活用できるようにするため、活用事例を発信し、実際に試行する機会を設ける。

児童生徒のよさや障がいによる学習上及び生活上の困難さの背景を踏まえ、個別性、多様性、複雑性に対応した支援・指導を行う。

機動的に対応できる危機管理体制の強化に向け、非常設備、防犯設備の周知を取り入れた緊急時対応シミュレーションを行う。

様式３

令和８年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立筑後特別支援学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月） 　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針
　教育活動全体を通して、「チーム筑特」による組織的な協働体制を構築し、１２年間の一貫した継続性のある指導・支援の充実、教育環境の整備、教職員の専門性の向上を図り、特別支援
教育を推進する。

○「Plant」を活用した主体的な研修を推進し、障がい特性に係る専門性と教科等指導の専門性の両輪を高めるとともに、ＯＪＴに
よる人材育成を推進し、若手教員及びミドルリーダーの育成に努める。

○自立と社会参加を目指した支援の充実
○「挨拶力」、「掃除力」の育成に全校で取り組み、キャリア教育を推進するとともに、特別支援学校のセンター的機能を発揮し、地
域の特別支援教育の拠点となることを目指す。

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標

◎学校総体での給食研究を通じ
て、自校の児童生徒の食育の充実
を図るとともに、その成果を県内の
特別支援学校に発信することがで
きた。
●引き続き、センター的機能を発
揮することができる人材の育成や
教科等指導のさらなる専門性の向
上に努め、授業改善に取り組む。

○障がいの状態や発達の段階等に応じた適切な指導
○教科指導や行事精選の視点から教育課程を見直し、指導計画・内容の充実・改善を推進するとともに、評価の二期制の定着に
より、一人一人の実態に応じた指導の更なる充実を図る。

○安全・安心で効果的に学べる教育環境の充実
○実効性のある危機管理マニュアルを整備し、機動的に対応できる危機管理体制を強化するとともに、学校・寄宿舎の教育活動
全体を通じて生徒指導、保健安全指導、食育の充実を図る。

○教育的ニーズに応じた指導・支援を行うための教職員
の専門性の向上


